














STUDY ON EVALUATION OF THERMAL CRACK USING MECHANICAL PROPERTIES 
IN CONSIDERATION OF TEMPERATURE AND HUMIDITY  
OF CONCRETE WITH BLAST FURNACE SLAG 
 
細川大介 





This study is evaluated of thermal crack using properties in consideration of temperature and humidity of 
concrete with the blast furnace slag. As a result, it was may to be clear that it is possible that compressive 
strength can be evaluated in the accumulated humidity, and evaluation of thermal crack using mechanical 
properties in consideration of temperature and humidity of concrete with blast furnace slag. 
















































































換率を 40%および 70%とし，水結合材比は 50%とした．ま
た，単位水量は 165kg/m3 とした．解析条件を表-3 に示す．
また，検討ケースを表-4 に示す．断熱温度上昇式の算定は，
日本コンクリート工学会(以下 JCI と称す)「マスコンクリ















り，N の場合，材齢 56 日における圧縮強度は，水結合材
比が 45%で 53.3N/mm2，水結合材比が 50%で 43.7N/mm2，
水結合材比が 55%で 40.3N/mm2 であった．B40 の場合，材
齢 56 日における圧縮強度は，水結合材比が 45%で
45.2N/mm2，水結合材比が 50%で 43.5N/mm2，水結合材比
表-5 断熱温度上昇式の各係数 





55.3 0.575 1.00 0.179




































































































































 が 55%で 38.7N/mm2 であった．B70 の場合，材齢 56 日に
おける圧縮強度は，水結合材比が 45%で 39.3N/mm2，水結
合材比が 50%で 36.9N/mm2 ，水結合材比が 55%で
35.7N/mm2 であった． 
水結合材比が 45%の 56 日強度と，水結合材比が 50%








度の比である．図-3 より，7 日強度に対する 28 日強度の
強度比は，N が約 1.40，B40 が約 1.75，B70 が約 2.25 で
あった．また，7 日強度に対する 91 日強度の強度比は N




































































































































    (2) 
 
 ここに，RHD：積算湿度(%RH・D) 
      θ：⊿t 時間中の環境相対湿度(%RH) 










係を示す．ここで図中の 3 日脱型，5 日脱型，7 日脱型は，
それぞれ乾燥開始材齢 3 日，5 日，7 日のことである．図
-8 より， N の 56 日強度の場合，3 日脱型が 33.3N/mm2，
7 日脱型が 36.1N/mm2であり約 3N/mm2の差異が生じた．
B40 の 56 日強度の場合，3 日脱型が 26.5N/mm2，7 日脱
型が 30.7N/mm2であり約 4N/mm2の差異が生じた．B70


































































































































   RHD：積算湿度(%RH・D) 
   W/B：水結合材比(%) 
    S：高炉スラグ置換率(%) 
    td：乾燥開始材齢(日) 
 
式(3)より，算出した圧縮強度の推定値と実験値との関












































































































































合，経過日数 90 日において，表面から 120mm の範囲に
おいて最小ひび割れ指数に差異が生じる結果となった．特
にコンクリート表面では，case1 は最小ひび割れ指数が






式を用いた case3 および B70 の圧縮強度発現式を用いた
case4 を比較した場合，最小ひび割れ指数はほぼ同様な分
布状態であった． 
 case1 および case3 の最小ひび割れ指数の分布図を図
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